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は
じ
め
に

　

ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
（H

ugo M
unsterberg, 1916-1995

）1

は
今
日

で
は
忘
れ
ら
れ
た
東
洋
美
術
史
家
で
あ
る
。
が
、
生
前
は
東
洋
美
術
こ
と
に
中
国
と
日

本
を
中
心
に
約
三
〇
冊
を
著
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
な
ど
で
美
術
史
を
教
え
、

権
威
あ
る
美
術
雑
誌
の
『
ア
ー
ト
・
ブ
レ
テ
ィ
ン
』
や
『
ア
ル
テ
ィ
ブ
ス
・
ア
ジ
ア

エ
』
な
ど
に
論
文
を
発
表
し
た
。
扱
っ
た
時
代
は
古
代
仏
教
美
術
か
ら
同
時
代
の
作
家

の
作
品
ま
で
幅
が
広
く
、
純
粋
美
術
（
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
）
に
限
ら
ず
広
く
応
用
芸
術

（
工
芸
）
の
分
野
に
も
及
び
、
欧
文
初
の
民
藝
運
動
に
つ
い
て
の
著
書
や
展
覧
会
カ
タ

ロ
グ
解
説
も
あ
る
。
こ
れ
は
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
自
身
の
関
心
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

地
理
的
時
代
的
な
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
そ
の
出
自
か
ら
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
ま
ず
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
が
七
六
歳
の
時
に
執
筆
し
た
半
生

記
と
父
が
残
し
た
手
記
（
い
ず
れ
も
未
公
開
）、
及
び
筆
者
が
別
途
調
査
し
た
結
果
に

基
づ
き
、
そ
の
生
涯
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
美
術
史
家
と
し
て
の
著
述
を
そ
の
書
評
と

と
も
に
概
観
し2

、
さ
ら
に
そ
の
中
の
二
冊
か
ら
日
本
の
同
時
代
の
美
術
と
民
藝
に
見
出

し
た
も
の
を
検
討
す
る
。
な
ぜ
中
国
古
代
美
術
で
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
始
め

た
彼
が
、
日
本
の
美
術
・
工
芸
一
般
の
紹
介
に
努
め
た
の
か
。
な
ぜ
「
民
藝
運
動
」
を

海
外
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
か
。
同
時
代
の
動
向
も
併
せ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
の
経
歴
に
つ
い
て

　

本
項
の
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
一
九
九
一

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
来
日
す
る
直
前
の
一
九
五
〇
年
ま
で
の
半
生
を
執
筆
し
て
い

る
。
そ
の
一
枚
目
の
タ
イ
ト
ル
の
欄
外
に
「
洗
礼
を
受
け
た
半
ユ
ダ
ヤ
人
の
回
想
録
」

と
あ
り
、
こ
れ
が
彼
が
背
負
い
続
け
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
語
っ
て
い
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
人
は
母
系
社
会
で
、
少
な
く
と
も
母
親
が
ユ
ダ
ヤ
系
で
な
い
と
一
族
と
し
て

は
認
め
ら
れ
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ゴ
の
父
は
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
実
業
家
で
美
術
史
家
の
、

オ
ス
カ
ー
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
（O

skar M
ünsterberg, 1865-1920

）
で
あ
る
。

彼
は
若
い
と
き
に
お
そ
ら
く
仕
事
上
の
理
由
で
ル
ー
テ
ル
系
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
改

宗
し
て
お
り
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
も
幼
少
期
に
受
洗
し
て
い
た
。
母
と
そ
の
家
族
は
ヒ
ュ
ー
ゴ

が
手
記
の
中
で
繰
り
返
し
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
典
型
的
な
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
ア
ン
グ

ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
白
人
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
）
の
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
。
母

親
の
再
婚
相
手
は
在
ベ
ル
リ
ン
の
プ
ロ
シ
ア
貴
族
で
ユ
ダ
ヤ
系
で
は
な
い
。
だ
が
ヒ
ュ

ー
ゴ
は
ユ
ダ
ヤ
系
の
苗
字
を
名
乗
り
続
け
、
若
く
し
て
亡
命
し
た
先
の
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
は
、
生
涯
ド
イ
ツ
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
残
る
英
語
を
話
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う

し
た
複
雑
な
立
場
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
に
も
た
ら
し
た
社
会
的
な
影
響
は
は
か

り
し
れ
な
い
。

　

美
術
史
家
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
ゴ
の
経
歴
を
語
る
に
際
し
て
、
父
の
存
在
は
看
過
で
き

な
い
の
で3

、
以
下
経
歴
の
概
略
を
記
す
。
オ
ス
カ
ー
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
が
生
ま

東
洋
美
術
史
家
ヒ
ュ
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ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
（1916-1995

）
の
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跡
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れ
た
の
は
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
ダ
ニ
ス
ク
、
当
時
の
プ
ロ
シ
ア
帝
国
の
ダ
ン
ツ
ィ

ヒ
に
な
る
。
父
は
裕
福
な
材
木
商
で
最
初
の
妻
と
後
添
え
と
の
間
に
四
人
の
男
子
が
生

ま
れ
、
オ
ス
カ
ー
は
末
子
で
あ
る
。
心
理
学
者
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
の
フ
ー
ゴ
・

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
（H

ugo M
ünsterberg, 1863-1916

）
は
オ
ス
カ
ー
の
直
ぐ

上
の
兄
で
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
に
と
っ
て
伯
父
に
当
た
る
。
大
学
入
学
資
格
を
得
る
前
に
実
業

の
世
界
に
身
を
投
じ
、
一
八
八
三
年
に
兵
役
に
就
い
た
後
、
一
八
八
六
年
か
ら
デ
ト
モ

ル
ト
で
印
刷
工
房
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
る
な
ど
し
て
財
を
な
し
た
。
一
八
八
六
年
一

一
月
に
は
市
議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
る
。
し
か
し
実
業
の
世
界
に
嫌
気
が
さ
し
一
八
九

一
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
経
由
で
日
本
・
中
国
・
イ
ン
ド
を
旅
す
る
。
翌
年
五
月
に

デ
ト
モ
ル
ト
に
戻
り
、
一
八
九
三
年
に
前
記
会
社
を
辞
職
し
て
大
学
で
の
勉
強
を
始
め
、

一
八
九
五
年
に
三
十
歳
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
博
士
号
を
取
得
。
テ
ー
マ
は
徳
川
期

の
日
本
の
交
易
に
つ
い
て
。
一
八
九
六
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
移
り
住
み
、
生
涯
の
殆
ど

を
こ
こ
で
過
ご
す
。
一
九
〇
四
年
か
ら
七
年
ま
で
の
間
に
日
本
美
術
に
つ
い
て
の
三
巻

本
を
、
〇
九
年
に
は
そ
の
簡
略
版
を
、
一
九
一
〇
年
と
一
二
年
に
は
中
国
美
術
に
つ
い

て
の
二
巻
本
を
上
梓
。
経
済
関
係
も
入
れ
る
と
、
雑
誌
な
ど
へ
の
寄
稿
は
一
九
一
八
年

ま
で
で
三
七
本
を
数
え
る
。

　

オ
ス
カ
ー
は
執
筆
の
傍
ら
一
九
〇
六
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
と
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
、
出
版

や
印
刷
に
関
わ
る
事
業
に
も
尽
力
し
た
。
一
九
一
二
年
に
二
〇
歳
年
下
の
ア
メ
リ
カ
人

女
性
の
ヘ
レ
ン
・
ラ
イ
ス
（H

elen Rice, 1886-1960

）
と
ナ
ポ
リ
で
出
会
い
、
翌
年

結
婚
す
る
。
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
出
身
の
ヘ
レ
ン
は
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
で
学
び
、
そ

こ
で
も
教
え
て
い
た
フ
ー
ゴ
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
博
士
を
知
っ
て
い
た
。
ベ
ル
リ

ン
に
居
を
構
え
一
九
一
四
年
に
長
女
マ
リ
・
ア
ン
ナ
（M

arry-A
nna, 1914-1980

）

が
、
二
年
後
に
ヒ
ュ
ー
ゴ
が
生
ま
れ
、
一
八
年
に
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
（Elisabeth, 1918-

1983

）
が
誕
生
。
ベ
ル
リ
ン
の
作
家
や
画
家
達
と
の
交
流
が
あ
り
、
子
供
た
ち
は
ダ
ン

ツ
ィ
ヒ
の
ロ
コ
コ
風
家
具
や
、
オ
ス
カ
ー
が
ア
ジ
ア
旅
行
中
に
購
入
し
た
文
物
に
囲
ま

れ
て
育
っ
た
。
し
か
し
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
医
療
事
情
の
悪
さ
か
ら
、
半
年
の
入
院

後
オ
ス
カ
ー
は
一
九
二
〇
年
四
月
に
五
五
歳
で
亡
く
な
る
。
三
三
歳
で
未
亡
人
と
な
っ

た
ヘ
レ
ン
は
、
一
九
二
四
年
二
月
に
ク
レ
メ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ル
バ
ッ
ハ
（Count 
Clem

ens von M
irbach

）
と
再
婚
。
直
前
に
オ
ス
カ
ー
の
蔵
書
と
研
究
資
料
を
売
却

し
た
。
東
ア
ジ
ア
関
係
の
文
献
の
う
ち
約
七
〇
〇
点
を
、
仙
台
の
東
北
帝
国
大
学
図
書

館
が
購
入
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
息
子
の
ヒ
ュ
ー
ゴ
は
、
生
涯
父
の
蔵
書
が
日
本
に
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　

回
想
録
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
七
歳
半
で
母
親
が
再
婚
し

た
後
、
プ
ロ
シ
ア
貴
族
の
義
父
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
つ
ら
い
少
年
時
代
を
送
っ
た
よ

う
だ
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
第
三
帝
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
に
伴
い
、

一
九
三
五
年
九
月
に
「
ア
ー
リ
ア
人
で
な
い
」
と
い
う
理
由
で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
放
校

に
な
る
。
ヒ
ュ
ー
ゴ
自
身
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
大
学
入
学
資
格
を
得
る
前
の

放
校
と
い
う
の
は
、
将
来
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
た
も
同
前
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
翌
月
母
親

の
母
国
の
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
、
姉
と
妹
も
彼
に
続
い
た
。
こ
れ
は
オ
ス
カ
ー
の
死
後
に

ヘ
レ
ン
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
再
取
得
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
子

供
達
も
同
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
入
手
し
て
い
た
た
め
に
可
能
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
ア

メ
リ
カ
で
は
、
典
型
的
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｐ
で
あ
り
そ
の
優
位
性
を
信
じ
て
い
た
祖
母
の
家
族
の

元
に
は
落
ち
着
か
ず
、
亡
く
な
っ
た
伯
父
の
家
族
の
住
む
ボ
ス
ト
ン
に
向
か
っ
た
。
一

九
三
六
年
一
月
か
ら
ボ
ス
ト
ン
大
学
で
半
期
間
を
過
ご
し
、
改
め
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

に
入
学
し
た
。
こ
こ
か
ら
彼
の
美
術
史
家
と
し
て
の
人
生
が
始
ま
る
。

　

と
は
い
え
、
最
初
か
ら
日
本
や
中
国
の
美
術
を
専
門
と
決
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
入
学
当
初
は
ド
イ
ツ
文
学
を
専
攻
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
分
野
が
ハ
ー
バ
ー

ド
で
は
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
理
由
で
美
術
史
を
選
ん
で
い
る
。
三
八
年
六
月
に
卒
業

し
た
折
は
広
告
事
業
に
就
こ
う
と
も
考
え
た
が
、
一
夏
実
際
に
就
業
し
て
み
て
美
術
史

の
研
究
を
続
け
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
娘
に
は
し
ば
し
ば
美
術
史
よ
り
も
、
経
済
学
や
人

類
学
の
方
が
取
り
組
む
に
値
す
る
と
言
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
美
術
史
の
中
で
も
、

二
〇
世
紀
美
術
や
中
世
の
宗
教
美
術
に
関
心
が
あ
っ
た
。
し
か
し
前
者
は
ま
だ
学
問
と

し
て
未
成
熟
で
あ
り
、
後
者
は
講
座
の
教
授
の
研
究
方
法
が
美
術
上
の
形
態
の
問
題
に

終
始
し
、
美
術
と
宗
教
と
を
切
り
離
し
て
い
た
点
を
疑
問
に
思
い
選
択
し
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
が
学
究
的
と
い
う
よ
り
む
し

ろ
社
会
的
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

結
局
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
盛
ん
な
分
野
で
あ
り
、
か
つ
イ
ン
ド
な
ど
南
ア
ジ
ア
美
術

の
専
門
家
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
（Benjam

in Row
land, 1904-1972

）
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の
方
法
論
が
社
会
的
宗
教
的
文
脈
か
ら
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
ア
ジ
ア
美
術
を

選
択
し
た
。
も
ち
ろ
ん
幼
少
期
よ
り
父
の
残
し
た
ア
ジ
ア
の
美
術
品
に
親
し
ん
で
い
た

経
験
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
に
は
他
に
中
国
美
術
で
は
ロ
ー
レ
ン

ス
・
シ
ッ
ク
マ
ン
（Laurence Sickm

an, 1907-1988 

一
九
三
五
年
か
ら
カ
ン
ザ

ス
・
シ
テ
ィ
の
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
洋
美
術
部
門
の
学
芸
員
で
、

中
国
美
術
の
指
導
的
権
威
と
な
る
）、
日
本
美
術
で
は
ラ
ン
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー

（Langdon W
arner, 1881-1955 

ハ
ー
バ
ー
ド
・
フ
ォ
ッ
グ
・
ア
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
東
洋
美
術
部
門
学
芸
員
）
と
い
っ
た
錚
々
た
る
専
門
家
が
い
た
。 

ム
ン
ス
タ
ー

バ
ー
グ
は
専
門
の
ゼ
ミ
の
他
に
美
術
史
家
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
（Erw
in 

Panofsky, 1892-1968 

一
九
三
四
年
よ
り
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
）
や
建
築
史

家
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ド
・
ギ
ー
デ
ィ
オ
ン
（Siegfried Gideon, 1888-1968

）
や
、

中
国
学
で
は
ジ
ョ
ン
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
（John K

. Fairbanks, 1907-91

）、
日
本
学

で
は
後
に
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
と
な
る
エ
ド
ウ
イ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
（Edw

in O
. 

Reischauer, 1910-1990

）
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
る
。

　

博
士
論
文
で
は
、
古
代
中
国
の
青
銅
の
仏
像
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
れ
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
推
奨
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

当
時
の
中
国
と
日
本
の
美
術
品
の
受
容
の
状
況
で
あ
る4

。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
や
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
一
九
三
〇
年
代

に
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
に
は
中
国
か
ら
膨
大
な
名
品
が
渡
っ
て
い
た
。
一
九
三
五
年
か

ら
三
六
年
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
で
国
際
中
国
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
ヒ
ュ
ー
ゴ
の
在
学

中
の
三
六
年
に
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
「
日
本
の
重
要
美
術
品
展
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
創
立
三
百
周
年
記
念
行
事
の
一
環
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
中
国

美
術
展
の
反
響
の
大
き
さ
と
双
璧
を
な
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
美
術
展
と
並
行
し
て
、

ボ
ス
ト
ン
・
ア
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
で
九
月
に
「
日
本
仏
教
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

国
宝
や
皇
室
御
物
ま
で
展
示
さ
れ
て
大
衆
紙
で
も
好
評
を
博
す
。
こ
う
し
た
美
術
品
の

欧
米
で
の
展
示
は
、
こ
の
時
期
の
日
本
と
中
国
そ
れ
ぞ
れ
の
対
外
的
な
文
化
外
交
戦
略

で
あ
っ
た
。
美
術
品
に
よ
っ
て
歴
史
的
に
文
化
の
レ
ベ
ル
の
高
い
国
で
あ
り
、
国
民
で

あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
欧
米
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
く
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点

を
鑑
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
東
ア
ジ
ア
美
術
は
決
し
て
同
時
代
の
社
会
動
向

か
ら
遠
い
領
域
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
ヒ
ュ
ー
ゴ
を
引
き
つ

け
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
後
の
来
日
へ
の
促
し
の
一
つ
に
な
っ
た
で
あ

ろ
う
。

　

一
九
四
一
年
六
月
に
博
士
号
を
取
得
。
翌
年
秋
か
ら
兵
役
に
就
き
、
戦
争
終
結
後
か

ら
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
で
准
教
授
と
し
て
美
術
史
を
教
え
た
。
こ
の
時
期
に
二
冊
上
梓

し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
章
で
再
度
触
れ
る
が
、
一
冊
が
『
中
国
美
術
小

史
』
で
も
う
一
冊
が
『
二
〇
世
紀
絵
画
』
と
い
う
全
く
異
な
る
領
域
に
な
る
点
に
、
い

ま
だ
興
味
の
対
象
が
分
裂
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
け
れ
ど
も
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
対
中
国
の
外
交
政
策
を
も
左
右

す
る
中
国
美
術
を
専
攻
し
た
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
常
に
美
術
作
品
と
自
分
の
生

き
る
時
代
と
の
接
点
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
【
図
１
】。

　

一
大
転
機
と
な
る
の
が
、
一
九
五
二
年
の
国
際
基
督
教
大
学
へ
の
赴
任
で
あ
る
。
今

日
広
く
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
呼
ば
れ
る
同
大
学
は
、
日
米
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
有
志
に
よ
っ
て
誕

生
し
た
。
一
九
四
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で 

日
本
国
際
基
督
教
大
学
財
団 

（JICU
F-

Japan International Christian U
niversity Foundation, Inc.

）
が
設
立
さ
れ
、

五
二
年
四
月
に
東
京
都
三
鷹
市
で
献
学
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
語
学
研
修
所
が
開
設
し
、

ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
こ
の
研
修
所
で
美
術
史
を
教
え
る
べ
く
来
日
し
た
の
で
あ
る
。

（
一
年
後
日
本
で
最
初
の
四
年
制
教
養
学
部
大
学
と
し
て
発
足
）。
就
任
ま
で
の
経
緯

【図１】
若き日のヒューゴ・ムンスターバーグ。
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は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
同
大
学
の
設
立
に
尽
力
し
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
講
義

を
ヒ
ュ
ー
ゴ
が
聴
講
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
際
基
督
教
大

学
で
は
英
語
で
講
義
が
行
わ
れ
教
職
員
が
英
語
を
解
す
た
め
に
、
日
本
語
に
堪
能
な
日

本
研
究
者
を
派
遣
す
る
必
要
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
四
三
年

に
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
ペ
ギ
ー
・
バ
ウ
エ
ン
（Peggy 

Bow
en, 1921- 2011

）
と
結
婚
し5

、
来
日
後
に
一
人
娘
の
マ
ー
ジ
ョ
リ
（M

arjorie, 
1952-

）
が
誕
生
し
て
い
る
。 

　

在
任
中
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
国
際
基
督
教
大
学
の
方
で
も
詳
し
い
記
録
は
残
っ
て

い
な
い
。
が
、
五
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
著
名
な
古
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
の
長
尾
欽
弥
、

徳
川
義
知
（
徳
川
美
術
館
）、
住
友
寛
一
、
河
西
豊
太
郎
（
根
津
美
術
館
）、
細
川
護
立
、

米
山
寅
太
郎
（
岩
崎
家
）
ら
、
国
立
博
物
館
や
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
（
一
九
四
七

－
五
四
年
の
名
称
は
国
立
博
物
館
付
属
美
術
研
究
所
）
を
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
交
際
を
通
じ
て
作
品
に
対
す
る
鑑
賞
眼
を
養
い
、
後
の
著
書
へ
の
図
版
写
真

の
提
供
を
得
る
人
的
関
係
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る6

。

　

特
筆
す
べ
き
は
湯
浅
八
郎
（1890-1981

）
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
ム
ン
ス
タ
ー
バ

ー
グ
は
彼
の
日
本
の
美
術
に
関
す
る
最
初
の
著
作
で
湯
浅
へ
の
謝
辞
を
記
し
て
い
る
。

一
九
五
三
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
初
代
学
長
に
就
任
す
る
湯
浅
は
、
十
八
歳
で
少
年
移
民
と
し

て
単
身
渡
米
し
、
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
大
学
院
で
博
士
号
を
取
得
し
て
い
た
。
ま
た
一

九
二
二
年
の
秋
か
ら
一
年
弱
ベ
ル
リ
ン
で
研
究
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
ヒ
ュ
ー
ゴ
が
母

と
姉
妹
と
暮
ら
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
う
し
た
経
歴
も
あ
っ
て
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー

グ
と
近
し
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
何
よ
り
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
湯
浅
が
「
民
藝
」
の

コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
民
衆
の
織
物
、
陶
器
、
家
具
な
ど
日
本
人
に
と

っ
て
は
次
第
に
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
民
衆
の
工
芸
品
は
、
柳
宗
悦
（1889-1961

）

を
中
心
に
関
東
大
震
災
後
か
ら
「
民
藝
」
と
し
て
見
直
さ
れ
、「
民
藝
運
動
」
に
よ
り

新
し
い
価
値
を
広
め
て
い
た
。
一
九
三
六
年
に
は
東
京
の
駒
場
の
柳
の
自
邸
の
傍
ら
に
、

日
本
民
藝
館
が
開
設
さ
れ
た
。
湯
浅
八
郎
は
二
四
年
に
帰
国
し
京
都
帝
国
大
学
の
教
授

と
な
っ
た
が
、
当
時
自
分
に
「
日
本
的
な
教
養
」
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
工
芸
品
の

世
界
を
通
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
九
年
の
春
に
、
京

都
大
毎
会
館
（
大
阪
毎
日
新
聞
社
京
都
支
局
の
ビ
ル
）
で
開
催
さ
れ
て
い
た
第
一
回
日

本
民
藝
展
を
訪
れ
た
こ
と
が
、
民
藝
と
の
出
会
い
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
「
一
生
に

一
度
の
感
激
」
が
、
湯
浅
曰
く
の
「
民
藝
道
」
へ
の
促
し
に
な
っ
た
。「
道
」
と
い
う

言
葉
に
は
、
知
識
先
行
で
は
な
く
ま
ず
「
物
自
体
を
見
る
」
そ
し
て
そ
の
よ
さ
を
知
る

と
い
う
柳
の
言
葉
へ
の
共
鳴
が
あ
る
。
湯
浅
は
人
間
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
民
藝

の
世
界
を
通
し
て
「
ほ
ん
と
う
の
人
間
の
あ
る
べ
き
姿
、
人
間
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ

る
」
喜
び
を
語
っ
て
い
る7

。
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
自
著
の
『
日
本
の
美
術
』
の
献
辞

で
、「
私
に
日
本
の
民
藝
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
湯
浅
八
郎
に
」

と
敬
意
を
表
し
て
い
る
。
湯
浅
の
よ
う
な
鑑
賞
の
心
構
え
や
倫
理
性
を
ム
ン
ス
タ
ー
バ

ー
グ
は
説
か
な
い
。
が
、
西
洋
で
の
民
衆
の
芸
術
と
異
な
る
意
義
は
充
分
に
理
解
し
た

の
を
後
に
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
一
家
は
一
九
五
六
年
に
帰
米
し
た
。
ハ
ン
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
で

教
鞭
を
執
っ
た
後
、
五
八
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ニ
ュ
ー
・
パ
ル
ツ
校

（SU
N

Y
 N

ew
 Paltz

）
で
最
初
の
美
術
史
専
門
の
教
員
と
し
て
七
九
年
ま
で
勤
め
、

大
学
内
の
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
展
覧
会
を
企
画
し
た
。
定
年
退
職
後
も
バ
ー

ド
・
カ
レ
ッ
ジ
や
パ
ー
ソ
ン
ズ
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
で
教
え
、
ア
ジ

ア
美
術
な
ど
に
つ
い
て
著
作
を
発
表
し
続
け
た
。
美
術
史
の
専
門
家
よ
り
も
一
般
の

人
々
を
対
象
に
、
図
版
を
多
数
含
む
啓
蒙
的
な
美
し
い
書
を
も
の
し
、
一
九
九
五
年
二

月
に
ニ
ュ
ー
・
パ
ル
ツ
の
自
宅
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
享
年
七
八
才
だ
っ
た
。

ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
の
著
作
に
つ
い
て

　

ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
生
前
に
二
〇
余
冊
、
没
後
に
三
冊
を
上
梓
（
没

後
の
一
冊
は
娘
で
美
術
史
家
の
マ
ー
ジ
ョ
リ
と
の
共
著
）
し
た
。
内
容
は
美
術
や
工
芸

に
関
す
る
も
の
が
殆
ど
だ
が
、
最
晩
年
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
ド
イ
ツ
文
化
へ
の
貢
献
に
つ

い
て
や
、
女
性
美
術
家
、
老
年
の
美
術
家
の
仕
事
に
つ
い
て
執
筆
し
た
り
し
て
い
る
。

こ
の
他
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
書
評
を
除
い
て
論
文
を
十
三
本
発
表
し
て
い
る
。

本
章
で
は
中
国
と
日
本
の
美
術
に
関
す
る
単
行
書
の
内
容
を
概
観
し
、
一
部
に
つ
い
て

書
評
を
紹
介
す
る
。
民
藝
に
つ
い
て
は
次
章
で
改
め
て
見
る
こ
と
と
し
、
室
町
期
の
山
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水
画
や
水
墨
画
な
ど
禅
宗
と
の
関
わ
り
の
深
い
美
術
に
関
し
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

　

同
時
代
の
書
評
な
ど
か
ら
、
彼
の
著
作
の
特
徴
は
次
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

・
純
粋
美
術
と
工
芸
、
古
典
と
現
代
を
同
様
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
。

・
写
真
図
版
が
大
変
豊
富
で
装
丁
も
凝
っ
た
も
の
が
多
い
こ
と
。

・
専
門
家
よ
り
、
同
時
代
の
教
養
人
を
読
者
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
。

・
欧
米
語
で
書
か
れ
た
参
考
文
献
を
豊
富
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
日
本
に
関
し
て
は
、
次
の
三
つ
の
特
徴
が
加
わ
る
。

・�

民
藝
運
動
が
注
目
し
た
大
津
絵
や
陶
磁
器
や
織
物
、
玩
具
な
ど
の
日
用
品
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
。

・
現
代
日
本
の
美
術
・
工
芸
の
作
家
た
ち
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
。

・�

日
本
で
工
芸
品
と
そ
の
作
家
が
社
会
的
に
高
く
評
価
さ
れ
、
技
術
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
事
実
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
。

　

中
国
古
代
美
術
で
博
士
号
を
取
得
し
、
権
威
あ
る
美
術
雑
誌
に
論
文
を
発
表
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
十
年
代
以
降
は
研
究
者
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
ア
ジ
ア
美

術
の
啓
蒙
的
な
著
作
の
執
筆
に
専
念
し
て
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
今
日
ま
で
版
を
重

ね
て
お
り
、
日
本
で
も
初
学
者
に
は
有
益
な
書
物
と
し
て
、
留
学
生
の
多
い
大
学
附
属

図
書
館
な
ど
の
蔵
書
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
軌
道
修
正
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
中
国
美
術
の
研
究
状
況
と
不
可
分
で
は
な
い
。

　

中
国
の
美
術
は
十
九
世
紀
半
ば
ま
で
は
長
期
滞
在
し
た
宗
教
家
や
外
交
官
に
よ
っ
て
、

民
族
史
や
文
化
史
の
文
脈
で
紹
介
さ
れ
た8

。
一
方
美
術
史
家
に
よ
っ
て
、
西
洋
で
の
様

式
の
変
遷
を
論
じ
る
視
点
か
ら
扱
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
場
合
、
中
国
語
や
中
国
の
文
化

の
歴
史
に
つ
い
て
の
知
識
は
さ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
。

　

古
代
美
術
に
つ
い
て
は
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
、
中
央
ア
ジ
ア
で
の
莫
高
窟
な
ど
の

発
掘
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
東
洋
学
や
考
古
学
の
立
場
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
た
。
絵
画

に
つ
い
て
は
破
損
の
激
し
い
中
国
本
土
よ
り
、
そ
の
「
精
髄
」
を
蒐
集
し
て
研
究
し
た

日
本
の
方
が
よ
ほ
ど
進
ん
で
い
る
と
見
な
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
日
本
側
か
ら
美
術

雑
誌
『
國
華
』
の
英
文
版T

he K
okka, A

n Illustrated M
onthly Journal of the 

Fine and A
pplied A

rts of Japan and O
ther E

astern Countries

（
一
九
〇
五

～
一
八
）
で
は
、
中
国
絵
画
に
つ
い
て
の
作
品
論
・
作
家
論
や
水
墨
画
、
書
道
、
画
論

等
に
つ
い
て
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
た
。
ま
た
審
美
書
院
刊
行
の
初
の
美
術
全
集
と
い

わ
れ
る
『
眞
美
大
観
』
は
英
語
と
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
て
、

Selected relics of japanese art

（
一
八
九
九
～
一
九
〇
八
）
と
し
て
各
国
で
活
用
さ

れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
皇
室
御
物
か
ら
公
家
・
寺
社
の
宝
物
ま
で
、
日
本
と
中
国
の
絵

画
彫
刻
を
大
型
の
当
時
と
し
て
は
最
高
の
技
術
の
印
刷
で
紹
介
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
言
語
に
通
じ
な
く
て
も
様
式
分
析
は
可
能
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る9

。

　

し
か
し
な
が
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
中
国
語
を
解
さ
ず
に
研
究
者
と
し
て
活
動

を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
様
子
を
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
Ｉ
・
コ
ー

エ
ン
は
、
一
九
四
六
年
に
出
版
さ
れ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ク
・
バ
ッ
ク
ホ
フ
ァ
ー

（Ludw
ig Bachhofer, 1894-1976

）
の
『
中
国
美
術
小
史10

』
を
め
ぐ
る
書
評
か
ら
、

明
快
に
結
論
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ア
ジ
ア
学
者
と
し
て
の
教
育
を
受
け
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
美
術
史
家
の
第
一
世
代
」
の
バ
ッ
ク
ホ
フ
ァ
ー
は
中
国
語
も
日
本
語
も
解
さ

ず
に
、
中
国
美
術
に
つ
い
て
様
式
主
義
の
立
場
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
が
、
中
国

学
者
や
中
国
文
化
の
独
自
性
を
主
張
す
る
研
究
者
か
ら
の
批
判
を
受
け
、
様
式
分
析
が

支
持
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、「
中
国
美
術
を
研
究
す
る
も
の
で
、
文
化
に

つ
い
て
の
知
識
を
も
た
な
か
っ
た
り
、
中
国
語
の
文
献
が
読
め
な
い
も
の
は
評
価
さ
れ

な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。」11

ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
常
に
詳
細
な
参
考
文
献
目
録
を
挙

げ
て
い
る
が
そ
れ
は
欧
文
に
限
っ
て
お
り
、
本
文
で
の
中
国
語
の
表
記
も
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
綴
り
と
必
ず
し
も
合
致
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
も
受
け
た
。
第
一
線
の
中
国
美

術
の
研
究
者
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
研
究
の
方
法
論
と
は
別
に
、

様
々
な
学
習
の
機
会
を
持
つ
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
道
を
選
ば
ず
日
本
を
中
心
に
次
々
に
出
版
し
た
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
は

日
本
に
滞
在
し
日
本
の
美
術
・
工
芸
品
を
各
地
で
鑑
賞
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て

重
要
な
の
は
、
早
い
う
ち
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
イ
ー
・
タ
ト
ル
商
会
日
本
支
社
（T

okyo 
branch of Charles E. T

uttle and Com
pany

）
と
仕
事
が
出
来
た
こ
と
が
大
き
い
。

同
支
社
は
、
占
領
下
の
日
本
に
印
刷
出
版
の
技
術
を
伝
え
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
一

九
四
八
年
に
東
京
の
文
京
区
で
開
業
し
、
日
本
の
文
化
を
紹
介
す
る
書
籍
を
多
く
手
が

け
て
い
た
。
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
計
七
冊
を
同
社
か
ら
出
版
し
て
い
て
、
い
ず
れ
も

装
幀
の
凝
っ
た
図
版
の
多
い
、
四
十
年
代
の
日
本
の
印
刷
出
版
状
況
の
平
均
を
大
き
く



（　　）20

超
え
た
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
美
し
い
本
が
で
き
あ
が
り
、
専
門
書
よ
り
遙
か
に

多
い
読
者
を
持
っ
た
こ
と
も
、
あ
え
て
啓
蒙
書
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
解
説
の
執
筆
に
向

か
う
よ
う
に
な
っ
た
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
著
書
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
同
時
代
の
書
評
と
を
紹
介
す
る
。
冒
頭

に
付
し
た
数
字
は
、
本
稿
末
の
書
誌
の
単
行
書
の
番
号
に
対
応
す
る
。

　

１　

�

一
九
四
九
年
『
中
国
美
術
小
史
』。
最
初
の
著
作
は
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
に
准

教
授
と
し
て
在
任
中
に
、
同
大
学
の
出
版
部
か
ら
上
梓
し
て
い
る
。
博
士
論
文

や
美
術
の
専
門
誌
に
発
表
し
て
い
た
主
題
よ
り
も
よ
り
広
く
、
一
般
向
け
に
な

っ
て
い
る
。
古
代
中
国
の
陶
器
や
翡
翠
な
ど
の
文
様
か
ら
古
代
、
周
、
六
朝
で

五
章
ま
で
、
六
章
で
隋
と
唐
、
八
章
の
明
の
絵
画
、
明
と
初
期
清
の
陶
器
ま
で
。

七
章
が
宋
だ
が
分
量
が
少
な
く
、
日
本
で
室
町
期
以
来
の
北
宋
南
宋
の
絵
画
の

高
い
評
価
が
あ
り
、
そ
れ
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
天
心
に
よ
っ
て
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
の
蒐
集
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
些
か
妙
で
は
あ
る12

。

が
、
も
と
も
と
青
銅
器
を
専
門
に
し
て
い
た
の
と
、
彼
が
師
事
し
た
の
が
ロ
ー

レ
ン
ス
・
シ
ッ
ク
マ
ン
と
そ
れ
ぞ
れ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
地
質
学
者
・
考
古
学

者
ユ
ハ
ン
・
グ
ン
ナ
ー
ル
・
ア
ン
デ
シ
ョ
ー
ン
（Johan Gunnar 

A
ndersson, 1874-1960

）、
考
古
学
者
、
中
国
語
学
者
ベ
ル
ン
ハ
ル
ド
・
カ

ー
ル
グ
レ
ン
（Bernhard K

arlgren, 1889-1978

）
と
中
国
美
術
史
家
オ
ズ

ワ
ル
ド
・
サ
イ
レ
ン 

（O
svald Sirén, 1879-1966

）
と
い
う
事
情
に
よ
る
の

だ
ろ
う
。

　

２　

�

一
九
五
一
年
に
出
版
し
た
『
二
〇
世
紀
絵
画 1900-1950

』
は
、
世
紀
の
半
分

の
時
点
で
の
執
筆
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
二
〇
世
紀
絵
画
の
宝
庫
の
作
品
を
中
心
に
、
ピ
カ
ソ
、

マ
テ
ィ
ス
、
ブ
ラ
ッ
ク
か
ら
ベ
ン
・
シ
ャ
ー
ン
ま
で
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ

の
一
般
向
け
通
史
と
現
代
美
術
へ
の
注
目
と
い
う
二
点
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
同

時
代
の
表
現
者
と
社
会
と
の
関
係
に
関
心
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
向
け
て
書
い
て

い
る
と
い
う
点
で
軌
を
一
に
す
る
。
こ
れ
が
、
当
時
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
だ
ろ
う
が
、
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
の
著
作
に
顕
著
な
傾
向
で
あ
る
。

　

３　

�

一
九
五
五
年
『
中
国
と
日
本
の
風
景
画
』。
日
本
滞
在
中
に
出
版
し
た
書
物
が

中
国
と
日
本
の
絵
画
、
そ
れ
も
風
景
画
に
特
化
し
た
主
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

先
の
１
で
述
べ
た
宋
時
代
の
絵
画
へ
の
記
述
の
少
な
さ
を
補
う
も
の
に
な
り
、

ま
た
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
日
本
の
水
墨
画
の
紹
介
に
も
な
っ
て
い
る
。

水
墨
画
は
西
洋
人
に
と
っ
て
は
遠
近
法
や
明
暗
方
、
色
彩
の
技
術
と
い
っ
た
伝

統
的
な
規
範
か
ら
大
き
く
外
れ
る
た
め
に
、
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
い
分
野
で

あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
は
そ
の
技
術
的
精
神
的
面
で
の
評
価
が
さ
か

ん
に
日
本
側
か
ら
欧
文
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
受
け
て
欧
米
で
も
進
め
ら
れ
た
が
、

戦
後
は
足
踏
み
状
態
に
あ
っ
た13

。
そ
の
意
味
で
も
日
本
滞
在
時
に
改
め
て
美
術

館
や
コ
レ
ク
タ
ー
の
元
で
、
水
墨
の
名
品
に
接
す
る
こ
と
で
得
た
見
識
が
発
揮

さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

�　

但
し
本
書
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
同
時
期
の
日
本
で
の
（
具
体
的
に
はT

he 
K

okka

の
瀧
精
一
の
論
文
で
の
）
中
国
絵
画
史
観
の
影
響
の
強
い
、
従
っ
て
日

本
で
い
わ
ゆ
る
「
古
渡
り
」
の
絵
画
の
評
価
に
些
か
偏
っ
た
よ
う
で
、
シ
ャ
ー

マ
ン
・
リ
ー
か
ら
明
代
の
文
人
画
家
の
董
其
昌
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
、

T
aki

の
論
な
ど
古
い
日
本
の
文
献
に
よ
っ
て
い
る
な
ど
の
批
判
が
あ
り14

、「
す

で
に
時
代
遅
れ
だ
が
西
洋
と
日
本
で
の
伝
統
的
な
東
ア
ジ
ア
の
風
景
画
へ
の
反

応
を
概
観
す
る
の
に
は
適
し
て
い
る
。」、「
一
般
人
や
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
専

攻
の
書
学
者
に
は
役
立
つ
」
と
厳
し
い
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
の
ア
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
・
リ
ッ
ペ
か
ら
は
、
年
代
や
表
記
の
問
題
に

つ
い
て
辛
辣
な
長
い
反
論
の
書
評
が
あ
っ
た15

。
た
だ
し
後
者
の
場
合
、
感
情
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
行
間
か
ら
読
み
取
れ
る
。
実
は
ヒ
ュ
ー
ゴ
の
父
オ
ス
カ
ー
・

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
は
、
か
つ
て
日
本
美
術
に
つ
い
て
の
自
著
を
ベ
ル
リ
ン

民
族
美
術
館
の
オ
ッ
ト
ー
・
キ
ュ
ン
メ
ル
に
感
情
的
な
文
体
で
酷
評
さ
れ
た
経

緯
が
あ
り
、
リ
ッ
ペ
は
キ
ュ
ン
メ
ル
の
直
弟
子
で
あ
っ
た
。
全
く
学
問
的
で
は

な
い
裏
事
情
で
は
あ
る
が
、
書
評
に
関
し
て
あ
り
が
ち
な
背
景
も
加
味
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

４　

�

一
九
五
七
年
『
日
本
の
美
術　

図
版
に
よ
る
歴
史
』。
詳
し
く
は
次
章
で
後
述

す
る
が
、
一
九
六
二
年
に
は
四
版
を
数
え
、
八
三
年
に
は
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
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が
出
て
い
る
。

　

５　

一
九
五
八
年
『
日
本
の
民
藝
』。
柳
宗
悦
の
序
文
が
あ
る
。
次
章
で
詳
述
。

　

６　
�

一
九
五
九
年
『
中
国
の
青
銅
の
仏
像
』。
ア
メ
リ
カ
中
国
学
院
と
チ
ャ
イ
ナ
ハ

ウ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
共
催
の
展
覧
会
図
録
。
五
月
五
～
三
〇
日
開
催
。

　

７　

�

一
九
六
〇
年
『
中
国
の
彫
刻
家
の
美
術
』。
こ
れ
は
タ
ト
ル
商
会
の
「
ア
ジ
ア

の
至
宝
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
に
な
る
。
こ
の
他
に
イ
ン
ド
、
ペ
ル
シ
ャ
、
ト
ル

キ
ス
タ
ン
の
美
術
品
に
つ
い
て
出
て
い
る
。
作
品
の
紹
介
が
主
で
、
ム
ン
ス
タ

ー
バ
ー
グ
は
作
品
の
選
定
、
長
い
序
文
と
作
品
解
説
と
注
釈
を
執
筆
し
て
い
る
。

　

８　

�

一
九
六
四
年
『
日
本
の
陶
芸　

コ
レ
ク
タ
ー
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』。
第

二
版
が
一
九
六
九
年
に
出
て
い
る
。
日
本
の
陶
芸
は
古
く
か
ら
東
ア
ジ
ア
イ
ン

ド
会
社
を
通
じ
て
欧
米
で
愛
さ
れ
、
開
国
後
は
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
に
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
（Edw

ard Sylvester M
orse, 1838 

-1925

）
の
研
究
の
成
果
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

上
で
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
が
同
書
を
発
表
し
た
の
は
、
序
文
に
よ
れ
ば
古
代
か

ら
の
歴
史
に
加
え
て
民
藝
の
濱
田
庄
司
な
ど
現
代
の
陶
芸
家
紹
介
を
加
え
て
い

る
と
い
う
点
が
新
し
く
、
さ
ら
に
日
本
で
い
か
に
陶
芸
が
鑑
賞
さ
れ
愛
好
さ
れ

て
い
る
か
。
文
化
財
で
あ
り
、
代
々
続
く
技
で
あ
り
、
陶
芸
家
の
地
位
が
高
い

（
人
間
国
宝
も
い
る
）
点
を
同
書
で
は
強
調
し
て
い
る
。
各
地
の
窯
場
の
紹
介

も
あ
る
。
献
辞
は
「
生
涯
と
作
品
が
東
西
の
架
け
橋
に
な
っ
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
ー
チ
」
に
あ
て
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
陶
芸
家
の
リ
ー
チ
（Bernard 

H
ow

ell Leach, 1887-1979

）
と
は
ど
こ
で
遭
遇
し
た
か
不
明
だ
が
、
一
九
五

三
年
二
月
に
来
日
し
て
上
野
の
松
坂
屋
で
個
展
を
開
催
し
、
翌
年
九
月
に
三
越

で
の
「
滞
日
作
品
展
」
後
に
離
日
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
親
交
を
結
ん
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
他
東
京
国
立
博
物
館
、
文
化
財
研
究
所
、
大
和
文
華
館
、
大

阪
市
立
美
術
館
、
逸
翁
美
術
館
等
へ
の
謝
辞
が
あ
る
。
書
評
は
中
国
関
係
で
の

誤
謬
の
訂
正
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
作
品
へ
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
評
価

さ
れ
た16

。　

　

９　

�

一
九
六
四
年
『
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
日
本
の
美
術
』。

こ
れ
は
勤
務
先
の
ニ
ュ
ー
・
パ
ル
ツ
の
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
展
覧

会
の
カ
タ
ロ
グ
に
な
る
。
浮
世
絵
や
竹
久
夢
二
の
絵
、
川
村
澄
生
の
版
画
な
ど

の
他
に
工
芸
品
の
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

10　

�

一
九
六
五
年
『
禅
と
東
洋
の
美
術
』。
元
々
雑
誌
発
表
論
文
が
あ
り
、
一
九
九

三
年
ま
で
に
四
版
を
重
ね
て
い
る
。
禅
画
を
含
む
絵
画
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
庭

園
や
建
築
、
茶
の
湯
、
達
磨
人
形
ま
で
と
さ
す
が
に
幅
が
広
い
。
濱
田
ら
現
代

の
陶
芸
や
最
終
章
「
禅
と
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
」
で
は
、
今
や
グ
リ
ニ
ッ
チ
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
の
知
識
人
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ビ
ー
ト
ニ
ク
ス
た
ち
の
間
で
語
ら
れ
、

西
洋
の
若
者
が
禅
を
学
び
に
日
本
の
寺
院
に
赴
く
時
代
で
あ
る
と
述
べ
、
ア
メ

リ
カ
人
画
家
の
マ
ー
ク
・
ト
ベ
イ
や
モ
ー
リ
ス
・
グ
レ
ィ
ヴ
ズ
な
ど
も
紹
介
。

英
語
で
禅
の
思
想
を
伝
え
た
鈴
木
大
拙
が
二
度
目
の
滞
米
を
一
九
四
九
か
ら
五

八
年
に
し
て
お
り
、
そ
の
著
書
も
多
く
参
考
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
変
革
期
に

お
い
て
東
洋
の
禅
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
時
代
に
、
自
身
の
論
を
ま
と
め
る

こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
八
年
に
ド
イ
ツ
語
訳
が
出
て
い

る
。
か
つ
き
た
か
し
に
よ
る
書
評
が
あ
る
が
、
簡
単
な
内
容
紹
介
で
批
評
は
加

え
ら
れ
て
い
な
い17

。

　

11　

一
九
六
五
年
『
民
藝　

日
本
の
古
い
民
衆
の
美
術
』。
次
章
で
詳
述
。

　

12　

�

一
九
六
七
年
『
中
国
の
青
銅
の
仏
像
』。
こ
れ
が
最
も
博
士
論
文
と
そ
の
受
理

直
後
に
発
表
し
た
論
文
に
近
い
。
献
辞
は
ロ
ー
レ
ン
ス
・
シ
ッ
ク
マ
ン
に
捧
げ

ら
れ
、
謝
辞
に
ロ
ー
ラ
ン
ド
、
サ
イ
レ
ン
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ソ
ー
パ
ー
の

名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。
中
国
絵
画
史
が
専
門
の
マ
イ
ケ
ル
・
サ
リ
バ
ン
に
よ

る
書
評
で
は18

、
英
語
で
書
か
れ
た
最
初
の
中
国
の
青
銅
製
仏
像
の
本
で
、
表
面

的
な
様
式
分
析
で
あ
り
、
最
新
の
日
本
と
西
洋
で
の
研
究
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
誤
謬
も
多
い
、
と
手
厳
し
い
。
と
は
い
え
一
九
八
八
年
に
別
の
出
版
社
か

ら
再
版
さ
れ
て
い
る
。

　

13　

�
一
九
六
八
年
『
極
東
の
美
術
』。
ド
イ
ツ
の
出
版
社
ホ
ー
レ
・
フ
ェ
ル
ラ
ク
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
エ
イ
ブ
ラ
ム
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。「
世
界
美
術
の
パ
ノ
ラ

マ
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
冊
で
、
同
年
に
蘭
語
二
年
後
に
は
仏
語
訳
が
出
て
い
る
。

ド
イ
ツ
語
版
は
ヒ
ュ
ー
ゴ
自
身
の
執
筆
に
よ
る
。
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
、
ネ
ル
ソ

ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ア
ト
キ
ン
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
フ
リ
ー
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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等
へ
の
謝
辞
が
あ
り
、
ま
た
日
本
の
作
品
で
は
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
図
版

に
使
用
し
て
い
る
。
中
国
の
青
銅
器
・
絵
画
・
彫
刻
・
建
築
、
日
本
の
絵
画
・

彫
刻
・
建
築
・
庭
園
・
民
藝
、
韓
国
の
芸
術
を
紹
介
し
た
。『
オ
リ
エ
ン
タ

ル
・
ア
ー
ト
』
の
書
評
で
は
、
新
発
見
の
な
い
概
説
書
と
し
て
扱
わ
れ
た19

。
が
、

も
と
よ
り
こ
れ
は
一
般
向
け
の
書
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い
た
。

　

14　

�

一
九
七
〇
年
『
イ
ン
ド
と
東
南
ア
ジ
ア
の
美
術
』。
こ
れ
も
前
記
エ
イ
ブ
ラ
ム

社
の
「
世
界
美
術
の
パ
ノ
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
」
で
あ
り
、
独
語
蘭
語
版
も
同
年
に

出
て
い
る
。
扱
っ
て
い
る
の
は
イ
ン
ダ
ス
文
明
、
イ
ン
ド
の
建
築
彫
刻
絵
画
工

芸
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ネ
パ
ー
ル
、
中
央
ア
ジ
ア
、
セ
イ
ロ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ビ
ル
マ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
と
大
変
広
範
囲
で
あ
る
。

　

15　

�

一
九
七
二
年
『
東
洋
の
彫
刻
』。
美
術
の
啓
蒙
書
を
多
数
出
版
し
て
い
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ド
ヴ
ァ
ー
出
版
か
ら
。
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
、
南
ア
ジ
ア
の
彫

刻
を
紹
介
し
な
が
ら
、
日
本
の
陶
器
製
の
人
形
も
取
り
上
げ
て
い
る
点
に
民
藝

の
思
想
が
あ
り
、
著
者
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

16　

�

一
九
七
二
年
『
中
国
の
美
術
』。
タ
ト
ル
社
か
ら
の
最
後
の
出
版
で
あ
る
。
八

九
年
に
再
版
が
出
て
い
る
。

　

17　

�

一
九
七
二
年
『
中
国
美
術
の
龍
た
ち
』【
図
２
】。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
メ
リ
カ

中
国
学
院
と
チ
ャ
イ
ナ
ハ
ウ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
共
催
で
、
三
月
末
か
ら
二
ヶ
月

間
開
催
さ
れ
た
美
術
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
な
る
。
中
国
の
美
術
工
芸
品
で
印
象
的

な
龍
の
意
匠
が
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ

が
後
の
中
国
美
術
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
本
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

18　

�

一
九
七
五
年
『
女
性
美
術
家
の
歴
史
』。
陶
芸
、
織
物
、
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

彫
刻
、
写
真
の
分
野
の
女
性
作
家
の
調
査
。
執
筆
の
背
景
に
は
当
時
の
女
性
解

放
運
動
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

19　

�

一
九
七
八
年
『
日
本
の
現
代
美
術　

明
治
維
新
か
ら
明
治
百
年
へ 1868-

1968

』。
近
代
現
代
美
術
の
紹
介
で
、
明
治
期
と
大
正
・
昭
和
期
の
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
史
に
一
章
ず
つ
、
日
本
画
と
洋
画
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
も
一
章
ず
つ

も
う
け
、
版
画
・
彫
刻
・
建
築
・
工
芸
と
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
ら
し
く
各
分
野

に
つ
い
て
押
さ
え
て
い
る
。
前
書
き
に
美
術
の
分
野
で
「
西
洋
の
批
評
家
や
学

者
は
現
代
の
日
本
を
無
視
し
が
ち
な
傾
向
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
彼
ら
は
作
品

が
前
の
時
代
よ
り
劣
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
伝
統
的
な
美
術
の
も
つ
真
に
日
本
的

な
価
値
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」
し
か
し
な

が
ら
西
洋
の
美
術
が
固
有
の
美
術
を
凌
駕
し
て
い
る
の
は
ア
ジ
ア
も
ア
フ
リ
カ

も
日
本
も
同
様
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
日
本
の
美
術
の
将
来
の
問
題
は
、
日
本

人
に
の
み
か
か
わ
る
の
で
は
な
く
、
非
西
洋
社
会
の
人
々
全
て
に
関
わ
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。」
と
書
い
て
い
る
。
同
書
は
父
親
の
オ
ス
カ
ー
と
娘
の
マ
ー
ジ

ョ
リ
に
献
辞
が
あ
る
。

　

20　

�

一
九
八
〇
年
『
ア
ジ
ア
の
美
術　

美
術
の
百
科
事
典
第
九
巻
』。
こ
れ
は
同
じ

出
版
社
か
ら
六
八
年
に
出
た
『
極
東
の
美
術
』
と
、
七
〇
年
の
『
イ
ン
ド
と
東

南
ア
ジ
ア
の
美
術
』
か
ら
「
イ
ン
ド
地
方
」
と
し
て
合
冊
に
し
た
も
の
で
、
シ

リ
ー
ズ
の
一
巻
分
に
な
っ
て
い
る
。

　

21　

�

一
九
八
一
年
『
中
国
と
日
本
の
美
術
辞
典
』。
語
彙
辞
典
。
基
礎
的
な
仕
事
と

し
て
有
益
で
あ
る
。

【図２】　�1972年刊『中国美術の龍たち』ニューヨークで
の展覧会図録表紙（カラー）。
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美
術　

図
版
に
よ
る
歴
史
』
と
一
九
五
八
年
の
『
日
本
の
民
藝
』
を
取
り
上
げ
る
。
両

書
で
は
五
二
年
か
ら
の
日
本
滞
在
中
で
の
経
験
が
、
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の
疑
問
と

相
ま
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

22　

�

一
九
八
二
年
『
日
本
の
版
画　

歴
史
的
ガ
イ
ド
』。
参
考
文
献
が
充
実
し
て
お

り
、
浮
世
絵
の
歴
史
の
他
に
も
現
代
の
川
上
澄
生
や
棟
方
志
功
な
ど
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
八
八
年
三
版
、
九
八
年
に
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
が
刊
行
。

　

23　

�
一
九
八
三
年
『
人
生
の
栄
誉　

老
年
期
の
芸
術
的
創
作
力
』。
往
年
の
芸
術
家

の
生
涯
を
語
る
。

　

24　

�

一
九
八
六
年
『
中
国
古
代
美
術
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
』。
序
文
と
虎
、
魚
、
龍
、

蛇
、
亀
な
ど
の
図
版
写
真
に
よ
せ
て
意
匠
を
説
明
し
て
い
る
。
前
書
き
の
年
代

は
一
九
八
二
年
で
こ
の
主
題
は
学
生
時
代
か
ら
興
味
が
あ
り
、
二
度
の
中
国
の

旅
行
に
よ
っ
て
再
燃
し
た
、
と
あ
る
。

　

25　

�

一
九
九
五
年
『
語
れ
ざ
る
遺
産　

ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
ド
イ
ツ
文
化
へ
の
貢

献
』。
死
後
一
ヶ
月
後
に
刊
行
さ
れ
、「
ユ
ダ
ヤ
人
ブ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
」
の
一
九

九
六
年
の
選
定
書
と
な
っ
て
い
る
。
九
二
年
に
回
想
録
が
中
断
し
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
う
自
身
の
複
雑
な
立
場
へ
の
言
及

が
し
き
り
に
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
思
い
が
執
筆
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

26　

�

一
九
九
六
年
『
日
本
の
着
物
』。
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
の
工
芸
・
芸
術
を

紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
。
着
物
の
創
作
は
日
本
で
は
大
変
尊
ば
れ
人
間
国

宝
も
い
る
。
ウ
エ
ー
リ
ー
の
源
氏
物
語
の
翻
訳
か
ら
引
用
を
多
数
し
、
現
物
の

他
に
浮
世
絵
な
ど
で
の
扱
わ
れ
方
も
説
明
し
て
、
よ
い
着
物
の
歴
史
書
に
な
っ

て
い
る
。
伝
統
的
な
着
物
の
種
類
や
織
り
の
種
類
に
止
ま
ら
ず
、
同
時
代
に
パ

リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
注
目
を
浴
び
て
い
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
高
田
賢
三
、
三
宅

一
生
、
山
本
耀
司
、
川
久
保
玲
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
や
フ
ォ
ル
ム
な
ど
に
日
本
の

着
物
の
伝
統
に
つ
な
が
る
も
の
を
見
出
し
て
い
る
【
図
３
】。
死
後
の
刊
行
で

あ
り
、
娘
の
マ
ー
ジ
ョ
リ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
が
ま
と
め
て
い
る
。

　

27　

�

一
九
九
八
年
『
世
界
の
陶
芸　

先
史
時
代
か
ら
現
代
ま
で
』。
マ
ー
ジ
ョ
リ
と

の
共
著
。

ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
に
よ
る
日
本
近
代
の
絵
画
と
工
芸

　

こ
の
章
で
は
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
の
著
書
の
中
で
、
一
九
五
七
年
刊
行
の
『
日
本
の

【図３】　1996年『日本の着物』刊。山本耀司の作品（カラー）。
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『
日
本
の
美
術　

図
版
に
よ
る
歴
史
』
は
、
タ
イ
ト
ル
に A

rts

と
あ
る
よ
う
に
、

絵
画
と
彫
刻
に
止
ま
ら
ず
広
く
建
築
や
工
芸
品
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
装
幀
は
和
紙
を

用
い
て
金
字
で
控
え
め
に
タ
イ
ト
ル
を
印
刷
し
た
、
地
味
だ
が
手
の
掛
か
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
【
図
４
】。
序
文
で
「
い
わ
ゆ
る
純
粋
美
術
と
同
じ
よ
う
に
工
芸
品
も
扱

い
、
か
つ
広
重
の
死
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
現
代
の
日
本
の
歴
史
ま
で
及
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
一
九
五
〇
年
中
頃
で
す
ら
、
一
般
に
は
日

本
の
美
術
に
つ
い
て
の
認
識
が
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
で
終
わ
り
、
ま
た
工
芸
の
歴
史
は

な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
文
は
縄
文
土
器
か
ら
始
め
て
全
十
章
の
構
成
で
、
古
代
を
除
き
ほ
ぼ
各
章
に
二
十

ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
。
室
町
時
代
ま
で
は
各
章
四
節
で
、
絵
画
、
彫
刻
、
建
築
、
工

芸
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
て
桃
山
時
代
か
ら
は
彫
刻
が
な
く
な
る
。
現
代
は
彫
刻
と
建

築
と
セ
ッ
ト
で
三
節
と
い
う
、
全
体
的
に
き
わ
め
て
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

　

巻
末
で
は
英
語
に
よ
る
日
本
美
術
の
歴
史
一
般
・
絵
画
・
版
画
・
彫
刻
・
建
築
・
工

芸
の
文
献
を
、
一
九
一
〇
年
以
来
出
版
さ
れ
た
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ビ
ニ
ヨ
ン
や
ア
ー
サ

ー
・
モ
リ
ス
ン
の
よ
う
な
古
典
的
な
も
の
に
始
ま
っ
て
各
分
野
か
ら
紹
介
し
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
そ
れ
ぞ
れ
に
付
し
た
短
い
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
た
と
え
ばN

oritake 
T

suda

（
津
田
敬
武
）
の
『
日
本
美
術
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク20

』
に
つ
い
て
は
「
日
本
の
各
時

期
に
つ
い
て
の
よ
い
解
説
書
で
あ
り
、
と
く
に
著
名
な
場
所
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
リ
ス
ト
が
便
利
」、
ま
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
の
テ

キ
ス
タ
イ
ル
部
門
か
ら
出
て
い
る
二
巻
本
『
日
本
の
織
物
の
ガ
イ
ド
』
に
つ
い
て
は
、

「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
所
蔵
品
の
日
本
の
織
物
に
つ
い
て

の
専
門
的
で
詳
細
な
カ
タ
ロ
グ21

」
と
あ
る
。

　

図
版
は
一
〇
九
点
で
【
図
５
、
６
】、
奈
良
時
代
に
つ
い
て
は
唐
招
提
寺
の
写
真
か

ら
広
隆
寺
所
蔵
の
阿
修
羅
像
、
東
大
寺
所
蔵
の
技
楽
の
面
、
法
隆
寺
壁
画
、
正
倉
院
布
、

上
品
蓮
台
寺
所
蔵
の
「
過
去
現
在
因
果
経
」（「
絵
因
果
経
」）
等
、
計
十
四
点
を
そ
れ

ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
広
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
純
粋
美
術
と
応
用
美
術
と
を
区
別
し
、

後
者
の
工
芸
品
を
一
段
劣
っ
た
も
の
の
よ
う
に
扱
う
の
が
、
西
洋
美
術
の
カ
ノ
ン
で
あ

【図４】　�1957年刊『日本の美術　図版による歴
史』表紙（カラー）。

【図５】　�『日本の美術　図版による歴史』青不動（カラー）。
青蓮院蔵。

【図６】　�『日本の美術　図版による歴史』長谷川等伯、
南蛮屏風、二条城。
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る
。
が
、
す
で
に
二
〇
世
紀
初
め
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
美
術
に
こ
の
よ
う
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ

ー
の
存
在
し
な
い
こ
と
は
気
づ
か
れ
て
い
た
。
ヒ
ュ
ー
ゴ
の
父
の
オ
ス
カ
ー
は
、
モ
チ

ー
フ
の
類
似
性
か
ら
織
物
も
絵
画
も
蒔
絵
も
同
様
に
扱
っ
た
り
し
て
い
た
。
後
に
バ
ー

ド
・
カ
レ
ッ
ジ
に
父
の
名
を
冠
し
た
教
授
職
を
開
設
す
る
ほ
ど
敬
っ
て
お
り
、
自
身
の

日
本
滞
在
時
に
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
の
を
実
感
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
、
同
書
に
つ
い
て
の
書
評
の
中
で
ウ
イ
リ
ア
ム
・
コ
ー
ン

（W
illiam

 Cohn, 1880-1961

）
の
文
章
が
興
味
深
い22

。
コ
ー
ン
は
一
九
一
〇
年
代
か

ら
二
〇
年
代
に
は
、
東
ア
ジ
ア
美
術
の
研
究
家
に
し
て
ベ
ル
リ
ン
民
族
博
物
館
の
オ
ッ

ト
ー
・
キ
ュ
ン
メ
ル
の
片
腕
と
し
て
、
専
門
誌
『
東
ア
ジ
ア
誌
』
の
編
集
に
携
わ
っ
て

い
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
後
は
ア
シ
ュ
モ
リ
ア
ン
美
術
館
の
東
ア
ジ
ア
美
術
の
蒐
集
な

ど
に
貢
献
し
て
い
た
。
ま
ず
父
親
の
オ
ス
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
無
批
判
に
資
料
を
編
集

し
た
の
で
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
よ
う
や
く
真
剣
に
研
究
し
始
め
た
時
代
に
は
専
門
家
か

ら
良
く
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
参
考
文
献
書
誌
は
今
で
も
高
く
評
価
で
き
る
。
ヒ

ュ
ー
ゴ
の
著
書
は
、
限
ら
れ
た
枚
数
で
良
く
で
き
て
い
る
が
、
も
っ
と
紹
介
す
べ
き
美

術
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
全
体
的
に
は
好
意
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　

ヒ
ュ
ー
ゴ
の
解
説
の
中
で
今
日
の
視
点
か
ら
見
て
最
も
興
味
深
い
の
が
、
最
終
章
の

「
近
代
の
美
術
」
で
あ
る
。
最
初
に
明
治
期
を
中
心
に
文
化
史
を
概
説
し
、
つ
い
で
絵

画
・
建
築
と
彫
刻
・
工
芸
の
節
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
紙

幅
の
都
合
で
全
て
に
つ
い
て
本
稿
で
紹
介
す
る
余
裕
は
な
く
ま
た
工
芸
に
つ
い
て
は
民

藝
に
つ
い
て
の
著
書
で
触
れ
る
の
で
、
最
も
特
徴
の
現
れ
て
い
る
絵
画
に
つ
い
て
以
下

記
す
。

　

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
日
本
絵
画
史
の
中
で
狩
野
派
を
最
高
の
流
派
と
み
た
の
は
有
名
な
話

だ
が
、
同
派
は
明
治
期
に
な
っ
て
衰
退
の
一
途
を
遂
げ
て
い
た
。
そ
の
復
興
の
た
め
に

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
狩
野
芳
崖
や
橋
本
雅
邦
に
、
西
洋
画
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
創
作
を
勧

め
た
の
を
、
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
強
い
調
子
で
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
の

作
品
は
「
単
な
る
西
洋
絵
画
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
ら
し
き
も
の
の
応
用
に
よ
っ
て
日
本
の

絵
画
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
企
て
が
、
失
敗
に
終
わ
る
運
命
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
」（p.174

）
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
室
町
時
代
以
来
の
水
墨
画
の
分
野

で
江
戸
時
代
の
池
大
雅
や
円
山
応
挙
の
流
れ
を
く
む
南
画
家
で
あ
る
、
富
岡
鉄
斎
を
高

く
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
南
画
を
認
め
な
か
っ
た
の
と
全
く
対
照
的

な
、
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
の
独
自
の
視
点
で
あ
る
。

　

日
本
画
の
分
野
で
は
竹
内
栖
鳳
を
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
・
シ
ン
ガ
ー
・
サ

ー
ジ
ェ
ン
ト
に
匹
敵
す
る
最
も
人
気
が
あ
る
画
家
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
画
風
を
、

応
挙
の
よ
う
な
日
本
の
伝
統
的
な
絵
画
と
タ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
西
洋
絵
画
の
「
見
事
な

折
衷
」（p.176

）
と
絶
賛
し
て
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
技
術
を
完
璧
に
見
せ
て
い
る
作
品

と
し
て
「
班
猫
」（
一
九
二
四
年
）
を
挙
げ
て
い
る
。
猫
が
「
生
き
生
き
と
し
た
リ
ア

リ
ズ
ム
で
描
か
れ
な
が
ら
も
、
細
い
線
に
よ
る
細
部
、
幾
分
平
面
的
で
あ
り
、
背
景
の

空
白
に
対
し
て
形
を
切
り
離
し
て
い
る
点
が
日
本
の
伝
統
に
含
ま
れ
る
」
と
説
明
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
横
山
大
観
、
前
田
青
邨
、
小
林
古
径
で
あ
る
。

青
邨
に
つ
い
て
は
桃
山
時
代
の
絵
画
や
大
和
絵
の
技
法
、
ひ
い
て
は
西
洋
の
絵
画
も
学

び
な
が
ら
そ
れ
ら
が
「
統
合
さ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ス
タ
イ
ル
」（p.177

）
に
な
っ
て
い

る
と
見
て
い
る
。
古
径
に
つ
い
て
は
浮
世
絵
の
美
人
画
の
流
れ
を
引
き
な
が
ら
も
、
市

井
の
女
性
の
「
し
っ
か
り
と
し
た
し
か
し
繊
細
な
線
と
明
快
に
し
て
微
妙
な
色
調
が
愛

ら
し
く
、
理
想
的
な
日
本
の

女
性
の
優
し
さ
と
魅
力
と
を

写
し
た
、
絵
画
の
素
直
な
美

の
雰
囲
気
が
出
て
い
る
」

（p.178

）
と
あ
る
【
図
７
】。

　

洋
画
に
関
し
て
は
黒
田
清

輝
と
藤
島
武
二
、
こ
と
に
後

者
の
技
術
を
認
め
て
彼
ら
の

影
響
力
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。
し
か
し
概
ね
パ
リ
の

画
家
の
模
倣
と
し
て
退
け
、

梅
原
龍
三
郎
と
安
井
曾
太
郎

の
み
を
独
創
性
の
あ
る
表
現

の
画
家
と
し
て
い
る
。
西
洋

か
ら
の
影
響
の
点
で
は
、
む

【図７】　�『日本の美術　図版による歴史』小林古径「髪」
（カラー）。細川コレクション（現、永青文庫蔵）。
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し
ろ
書
道
の
領
域
に
好
意
的
で
あ
る
。
そ
し
て
ク
レ
ー
、
ミ
ロ
、
ク
ラ
イ
ン
と
い
っ
た

東
洋
の
水
墨
画
の
影
響
を
受
け
た
画
家
達
に
学
び
な
が
ら
新
し
い
活
動
を
し
て
い
る
作

家
た
ち
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
具
体
的
な
作
家
の
名
こ
そ
出
し
て
は
い
な

い
が
、
森
田
子
龍
が
一
九
五
一
年
に
創
刊
し
た
『
墨
美
』
に
見
ら
れ
る
、
前
衛
的
な
運

動
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
見
い
か
に
も
教
科
書
的
な
画
家
の
選
択
も
、
こ
の
基
準
が
一
九
五
七

年
に
す
で
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
に
今
更
な
が
ら
驚
か
れ
る
。
た
だ
し
同
書
で
は
、
ム

ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
自
分
の
鑑
賞
眼
に
照
ら
し
て
い
て
日
本
で
の
価
値
付
け
に
は
と
ら

わ
れ
て
い
な
い
。
伝
統
的
な
様
式
の
流
れ
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
近
現
代
の
西
洋
美
術

を
消
化
し
よ
う
と
努
め
た
日
本
の
絵
画
芸
術
の
、
い
わ
ば
出
来
不
出
来
の
判
断
が
見
て

取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
五
八
年
の
『
日
本
の
民
藝
』
の
出
版
に
際
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人

会
が
出
版
援
助
を
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
カ
ヴ
ァ
ー
に
絣
の
布
と
楮
を

用
い
た
味
わ
い
の
あ
る
装
幀
に
な
っ
て
い
る
【
図
８
、
９
】。
民
藝
に
つ
い
て
は
す
で

に
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
『
日
本
の
不
朽
の
美
術23

』
の
「
七
章　

伝
統
的
な
民

衆
の
美
術
」
で
触
れ
て
い
た
が
、
遙
か
に
本
格
的
な
そ
し
て
包
括
的
に
扱
っ
た
単
行
本

に
な
る
。

　

同
書
の
献
辞
は
序
文
を
書
い
た
柳
宗
悦
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
湯
浅
八
郎
が

民
藝
へ
の
手
引
き
を
し
た
と
同
時
に
、
柳
や
多
く
の
作
家
に
引
き
合
わ
せ
た
可
能
性
が

高
い
。
柳
は
一
九
五
八
年
八
月
二
九
日
付
内
田
淑
子
（T

oshiko U
chida, 1921-

、
陶

芸
を
専
門
と
す
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人
二
世
）
宛
書
簡
で
、「
序
文
を
書
く
よ
う
依
頼
を

受
け
た
も
の
の
、
と
て
も
学
術
書
と
い
え
る
様
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
略
）
し

か
し
こ
の
主
題
に
つ
い
て
書
か
れ
た
唯
一
の
英
語
の
本
な
の
で
、
広
く
読
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。」
と
書
い
て
誤
謬
の
多
い
の
を
難
じ
て
い
る24

。

柳
は
当
時
重
篤
の
病
と
猛
暑
と
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
い
ら
つ
い
た
調
子
が
文
面
全
体

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
も
執
筆
を
承
諾
し
た
の
は
、
ま
ず
は
版
元
の
タ
ト
ル
商

会
の
信
用
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
の
本
に
民
藝
を
海
外
に
知
ら
し
め
る
先
駆
的
な
可

能
性
を
見
て
取
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
が
、
民
俗
学
や

哲
学
な
い
し
美
学
の
専
門
家
の
た
め
の
「
学
術
書
」
と
し
て
執
筆
し
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
丁
寧
な
本
作
り
や
豊
富
な
図
版
（
カ
ラ
ー
図
版
十
八
点
、
グ
ラ
ビ
ア
写
真
一
一
〇

枚
）、
目
配
り
の
良
さ
、
欧
米
人
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
備
え
た
、
つ
ま
り

啓
蒙
書
と
し
て
必
要
な
要
素
を
満
た
し
た
本
の
出
版
が
目
指
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
柳
も
こ
う
し
た
点
を
最
終
的
に
は
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
、
序
文
で
は
「
日

本
の
主
要
な
民
衆
芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
、
こ
と
に
現
代
で
の
状
況
に
つ
い
て
の
入
門

書
」
で
あ
る
と
し
、「
願
わ
く
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
西
洋
の
読
者
が
、
日
本
の
民
藝
と
そ

の
背
後
の
精
神
と
を
正
し
く
認
識
し
理
解
す
る
の
に
こ
の
本
が
役
立
つ
と
思
わ
ん
こ
と

を
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
（p.13

）。
著
者
に
つ
い
て
は
す
で
に
東
ア
ジ
ア
の
美
術

に
つ
い
て
何
冊
も
執
筆
し
て
い
て
、
こ
の
テ
ー
マ
を
論
じ
る
の
に
充
分
な
条
件
を
備
え

て
い
る
と
書
い
て
い
る
。

　

内
容
は
「
一 

日
本
の
民
衆
芸
術
の
精
神
」「
二 

陶
芸
」「
三 

篭
製
品
と
類
似
し
た
製

品
」「
四 

漆
器
、
木
工
、
金
工
」「
五 

玩
具
」「
六 

織
物
」「
七 

絵
画
と
彫
刻
「
八 

農

【図８】　1958年刊『日本の民藝』表紙（カラー）。
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家
」「
九 

現
代
の
民
藝
運
動
」
の
九
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
あ
れ
ば
玩
具
は

木
工
に
入
れ
、
絵
画
・
彫
刻
と
い
う
西
洋
美
術
の
純
粋
美
術
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
設
け
ず
、

農
家
建
築
も
狭
義
の
民
藝
に
は
含
め
な
い
。
が
、
欧
米
の
読
者
に
製
作
の
現
場
を
伝
え

る
た
め
に
は
大
変
有
効
で
あ
る
。
産
地
と
製
作
者
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
固
有
名
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
た
文
章
で
は
外
国
人
は
え
て
し
て
間
違
い
を
犯

し
が
ち
で
、
細
か
い
部
分
で
柳
の
気
に
入
ら
な
い
表
記
の
間
違
い
や
取
り
違
え
な
ど
が

あ
っ
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

と
は
い
え
重
要
な
の
は
柳
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
ど
の
よ
う

な
精
神
で
製
作
さ
れ
て
い
る
か
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
章
で
の
民
藝
運
動
の
意

義
を
説
明
し
た
箇
所
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
ま
ず
欧
米
で
の
従
来

の
イ
メ
ー
ジ
を
否
定
す
る
。
い
わ
く
「
複
雑
で
高
度
な
工
業
化
さ
れ
た
都
会
の
社
会
に

生
き
て
い
る
現
代
人
」
が
、
民
衆
の
工
芸
品
や
子
供
や
原
始
的
な
社
会
の
人
々
の
製
作

し
た
も
の
に
独
特
な
美
を
感
じ
る
の
は
、「
自
意
識
過
剰
で
洗
練
さ
れ
た
現
代
の
美
術

に
は
欠
け
て
い
る
新
鮮
さ
や
素
朴
さ
を
認
め
る
」
か
ら
で
あ
り
（p.19

）、
そ
れ
は
ゴ

ー
ガ
ン
が
タ
ヒ
チ
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
が
サ
モ
ア
で
見
出
し
た
よ
う
な
も
の
で
、

彼
ら
の
創
作
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
民
衆
が
作
っ
て
き
た
品
々
は
本
来
そ
う

い
う
反
動
的
な
も
の
で
は
な
く
、「
リ
ン
カ
ー
ン
の
有
名
な
言
葉
に
倣
っ
て
い
え
ば
民

衆
の
民
衆
に
よ
る
民
衆
の
た
め
の
芸
術
」
な
の
で
あ
る
（p.20

）。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
よ

う
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
自
然
を
写
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
模
様
は
「
つ
ね
に
抽
象
的
で

あ
っ
た
り
幾
何
学
的
で
あ
っ
た
り
、
形
が
強
調
さ
れ
て
い
た
り
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て

い
た
り
様
式
化
さ
れ
て
い
た
り
す
る
」（p.23

）。
そ
し
て
「
渋
い
」
と
い
う
、
控
え
め

で
曰
く
言
い
難
い
簡
素
な
風
情
を
か
も
し
て
い
る
。
こ
こ
数
十
年
で
安
っ
ぽ
い
工
業
製

品
は
美
し
い
手
仕
事
の
品
に
徐
々
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
て
、
日
本
の
今
以
て
盛
ん

な
民
藝
の
品
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
民
衆
の
工
芸
品
に
つ
い
て
の
糸
口
に
な
る

こ
と
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。
と
、
美
し
さ
と
実
用
性
と
を
併
せ
持
っ
て
い
る
、
実
用

本
位
で
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
品
々
が
日
本
各
地
で
今
日
な
お
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、
次
章
以
降
具
体
的
に
説
明
す
る
。

　

二
章
の
陶
芸
に
つ
い
て
は
丹
波
や
益
子
な
ど
の
有
名
な
窯
場
の
み
な
ら
ず
、
十
九
世

紀
に
な
っ
て
復
興
し
民
藝
運
動
に
も
共
鳴
し
て
い
く
松
江
市
の
布
志
名
（
ふ
じ
な
）
焼

【図９】　『日本の民藝』扉（カラー）。【図８】と同じ国際交流基金図書館（JFIC）所蔵本で、右頁に著者のサインがある。
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失
っ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。」（p.131

）
と
あ
る
の
が
、
民
藝
の
純
粋
美
術
に
勝

る
魅
力
を
物
語
っ
て
い
て
興
味
深
い
。
八
章
で
は
農
家
の
作
り
や
玄
関
、
土
間
な
ど
を

詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
五
五
年
に
建
築
家
の
吉
田
鉄
郎
（1894-1956

）

の
著
書
の
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
英
訳
が
出
版
さ
れ
て
お
り25

、
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
『
日

本
の
美
術
』
の
参
考
文
献
の
と
こ
ろ
で
、「
日
本
の
建
築
家
に
よ
る
優
れ
た
日
本
の
民

家
に
つ
い
て
の
論
。
図
版
も
素
晴
ら
し
い
。」
と
絶
賛
し
て
い
た
。
そ
れ
を
参
考
に
し

て
い
る
。
最
終
章
「
九 

現
代
の
民
藝
運
動
」
で
は
染
色
家
の
芹
沢
銈
介
、
陶
芸
家
の

河
井
寛
次
郎
、
濱
田
庄
司
、
富
本
憲
吉
、
版
画
家
の
棟
方
志
功
な
ど
の
作
家
が
こ
の
民

藝
運
動
に
同
調
し
て
作
品
を
発
表
し
て
い
た
、
と
あ
る
。
彼
ら
の
作
は
ム
ン
ス
タ
ー
バ

ー
グ
の
著
書
で
も
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
日
本
の
民
藝
運
動
が
主
張
す
る
「
無
名
性
」
は
強
調
し
て
い
な
い26

。
濱

の
紹
介
な
ど
、
各
地
の
窯
場
の
活
動
、
粘
土
や
釉
薬
も
細
か
く
紹
介
し
て
い
る
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
リ
ー
チ
が
深
く
関
わ
っ
た
小
鹿
田
焼
き
に
つ
い
て
、「
現
代

の
傑
作
の
一
つ
」
と
し
て
「
優
美
な
丸
み
を
持
つ
急
須
」（p.37

）
を
写
真
と
共
に
紹
介

し
て
い
る
。
さ
ら
に
三
章
で
は
篭
製
品
す
な
わ
ち
竹
、
木
の
枝
や
皮
、
藁
な
ど
を
編
ん

で
作
っ
た
入
れ
物
全
般
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
箒
や
傘
の
骨
と
い
っ
た
日
用

品
と
し
て
の
多
様
さ
の
他
に
、
花
入
れ
と
し
て
千
利
休
に
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
な
ど
書

い
て
い
る
。
ま
た
和
紙
と
そ
の
製
造
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
四
章
の
漆
器
や
木
工
、

金
工
は
す
で
に
十
九
世
紀
に
は
輸
出
さ
れ
て
い
た
日
本
の
代
表
的
な
工
芸
品
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
民
藝
の
視
点
か
ら
、
欧
米
で
は
馴
染
み
の
な

い
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
漆
器
で
も
華
や
か
な
蒔
絵
を
施
し
た
作
品
で
は

な
く
、
単
色
の
漆
の
色
を
活
か
し
た
も
の
を
、
木
工
で
は
船
箪
笥
や
曲
げ
わ
っ
ぱ
、
ひ

し
ゃ
く
、
金
工
で
は
西
洋
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
盛
ん
で
あ
っ
た
刀
装
具
で
は
な
く
、
南

部
鉄
の
鉄
瓶
や
囲
炉
裏
に
用
い
ら
れ
る
火
箸
や
灰
か
き
や
釜
置
き
な
ど
が
用
途
と
と
も

に
語
ら
れ
て
い
る
。
玩
具
で
は
こ
け
し
、
三
春
駒
、
獅
子
頭
、
笹
野
彫
人
形
と
い
っ
た

東
北
地
方
の
も
の
の
他
に
、
長
野
の
藁
馬
、
島
根
の
張
り
子
の
虎
、
鳥
取
の
流
し
雛
、

東
京
の
招
き
猫
、
禅
宗
由
来
の
達
磨
人
形
も
そ
の
多
く
の
パ
タ
ー
ン
を
挙
げ
て
い
る
。

六
章
の
織
物
で
特
筆
す
べ
き
は
、
沖
縄
の
紅
型
や
絣
に
多
く
筆
を
さ
い
て
い
る
こ
と
で

あ
る
【
図
10
】。
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
に
よ
っ
て
、
沖
縄
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
統
治
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
日
本
に
返
還
さ
れ
た
の
は
七
二
年
に
な
る
。

ま
し
て
庶
民
の
伝
統
の
技
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
琉
球
王
国
の
生
ん
だ
品
々
で
あ

り
、
従
っ
て
日
本
に
組
み
込
む
の
は
難
し
く
な
る
。
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
柳
た

ち
が
戦
前
か
ら
沖
縄
を
含
め
て
い
た
の
に
準
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
、
津
軽
地
方

の
小
巾
刺
し
、
絵
絣
の
暖
簾
、
浴
衣
の
染
め
な
ど
も
言
及
し
て
い
る
。
晩
年
の
著
作

『
日
本
の
着
物
』
に
発
展
す
る
分
野
で
あ
る
。「
七 

絵
画
と
彫
刻
」
で
は
絵
画
と
い
っ

て
も
民
藝
で
あ
れ
ば
大
津
絵
や
絵
馬
に
な
り
【
図
11
】、
彫
刻
は
地
蔵
や
道
祖
神
と
い

っ
た
民
間
信
仰
か
ら
無
名
の
作
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
に
な
る
。
地
蔵
な
ど
の
形

状
は
「
シ
ン
プ
ル
な
円
筒
形
の
形
に
な
っ
て
手
、
衣
、
足
が
簡
単
に
示
さ
れ
て
い
る
た

め
、
全
体
と
し
て
均
整
の
と
れ
た
形
体
が
強
い
印
象
を
与
え
る
。」
こ
れ
が
「
江
戸
時

代
の
純
粋
美
術
と
し
て
の
彫
刻
が
、
そ
の
装
飾
性
に
お
い
て
、
真
実
の
彫
刻
的
な
美
を

【図10】　『日本の民藝』沖縄の絣（カラー）。日本民藝館蔵。
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田
や
河
井
と
い
っ
た
陶
工
が
ア
ー
チ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
と
矛
盾
す
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
一
方
「
用
の
美
」
に
つ
い
て
は
強
調
し
て
い
る
。
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ー
ト

と
異
な
り
、
実
用
を
考
え
て
高
い
技
術
で
製
作
し
て
結
果
と
し
て
シ
ン
プ
ル
で
地
味
だ

け
れ
ど
、
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
と
は
ま
た
違
う
意
味
で
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ア
ー
ト
』
の
書
評
で
は27

、
冒
頭
に
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
の
著
作

は
西
洋
美
術
の
分
野
の
学
生
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
あ
り
、「
民
藝
」
は
ほ
ぼ
新

領
域
で
、
よ
い
紹
介
の
書
と
評
価
。
と
は
い
え
、
河
井
寛
次
郎
や
濱
田
庄
司
の
よ
う
な

国
際
的
に
有
名
な
作
家
を
「
民
藝
」
に
い
れ
て
よ
い
か
、
と
疑
問
を
呈
し
て
も
い
る
。

『
ア
ル
テ
ィ
ブ
ス
・
ア
ジ
ア
エ
』
の
書
評
で
は28

、
西
洋
の
専
門
家
が
見
過
ご
し
て
き
た

民
藝
を
と
り
あ
げ
た
本
書
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、
渋
さ
の
特
徴
を
い
い
な
が
ら
も
そ

う
で
は
な
い
工
芸
品
も
あ
り
、
さ
ら
に
こ
こ
で
も
無
名
性
を
説
き
な
が
ら
も
作
家
の
名

前
が
出
て
く
る
な
ど
の
民
藝
運
動
の
は
ら
む
矛
盾
自
体
を
指
摘
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
沖
縄
は
日
本
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
見
て
き
た

ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
の
記
述
で
は
い
さ
さ
か
食
い
違
う
見
解
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
も

民
藝
運
動
そ
の
も
の
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
証
左
と
い
え
る
。

　

な
お
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
は
、
一
九
六
二
年
に
シ
ア
ト
ル
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
民

藝
の
展
覧
会
評
を
雑
誌
に
書
い
て
い
る
（
稿
末
書
誌
論
文
Ｂ
10
）。
こ
の
と
き
は
大
津

絵
、
絵
馬
、
瀬
戸
物
、
自
在
鉤
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、「
普
通
の
人
の
た

め
の
普
通
の
品
々
の
中
に
、
最
高
の
民
藝
の
作
品
の
い
く
つ
か
が
見
つ
か
る
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
品
々
が
ま
だ
役
立
て
ら
れ
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
な
し
た
シ
ア
ト
ル
美
術
館
と
そ
の
有
能
な
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
祝
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。」
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
一
九
六
五
年
の
民
藝
に
関
す
る
展
覧
会
「
民

藝 

古
い
日
本
の
民
衆
芸
術
」
の
図
録
も
執
筆
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
展
示
作
品
の

提
供
者
に
、
十
一
の
団
体
（
ア
メ
リ
カ
各
地
の
美
術
館
や
日
本
人
か
、
日
本
民
藝
館
な

ど
）
と
二
五
名
の
個
人
（
夫
妻
も
一
名
と
数
え
る
）
が
挙
が
っ
て
い
る
の
に
は
驚
か
れ

る
。
中
に
は
木
工
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ナ
カ
シ
マ
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三

世
の
名
も
あ
り
、
広
く
「
民
藝
」
が
認
知
さ
れ
て
き
た
の
が
わ
か
る
。
図
録
の
書
評
で

は
『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ア
ー
ト
』
で29

、
こ
の
展
覧
会
で
は
埴
輪
、
四
条
派
の
絵
手
本
、

【図11】　『日本の民藝』大津絵。日本民藝館蔵。
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て
い
た
。
そ
し
て
広
く
工
芸
と
純
粋
美
術
の
区
別
な
く
、
ま
た
啓
蒙
的
と
い
っ
て
も
読

者
に
対
し
て
も
製
作
者
に
対
し
て
も
見
下
す
こ
と
な
く
、
正
面
か
ら
そ
の
魅
力
を
語
っ

た
の
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
ゴ
・
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
著
作
目
録

Ａ
．
単
行
本
（
蘭
語
版
割
愛
）  

１　

�A
 short history of Chinese art, N

ew
 Y

ork, Philosophical Library &
 

Zast Lansing, M
ichigan State College Press, 1949, 227 p.

２　

�T
w

entieth century painting 1900-1950, Philosophical Library, 1951, 
101 p.

３　

�T
he landscape painting of C

hina and Japan, T
okyo, R

utland, 
V

erm
ont, C.E. T

uttle, June 1955, 144 p.  

４　

�T
he arts of Japan : an illustrated history, T

okyo, Rutland, V
erm

ont 
C.E. T

uttle, 1957, 201 p., ed. 4
th 1962. Paperback edition 1983.

５　

�T
he folk arts of Japan, w

ith a preface by Soetsu Y
anagi, T

okyo, 
Rutland, V

erm
ont, C.E. T

uttle, 1958, 168 p.

６　

�Chinese Buddhist Bronzes, China H
ouse Gallery, N

ew
 Y

ork, M
ay 

5-31 1959.

７　

�T
he art of the Chinese sculptor, A

rt treasures of A
sia series, T

okyo, 
Rutland,  C.E. T

uttle, 1960. 

８　

�T
he ceram

ic art of Japan : a handbook for collectors, T
okyo, Rutland, 

V
erm

ont, C.E. T
uttle, 1964, 272 p.. ed, second 1969.

９　
�A

rts of Japan from
 the M

unsterberg Collection, Catalogue of a loan 
exhibition, N

ovem
ber 13- D

ecem
ber 27 1964, T

he A
rt Gallery, State 

U
niversity College, N

ew
 Paltz, N

ew
 Y

ork.

10　

�Zen &
 O

riental A
rt, T

okyo, Rutland, V
erm

ont, C.E. T
uttle, 1965, 160 

p.. third 1971, 4th 1993.

　
　

�-Zen-K
unst, trd. U

rsula Clem
eur und Frank Rainer Scheck, D

uM
ont-

浮
世
絵
、
刀
装
具
と
い
っ
た
日
本
関
係
で
よ
く
見
ら
れ
る
展
示
品
は
な
か
っ
た
と
あ
る

の
が
、
逆
説
的
に
こ
の
展
覧
会
の
従
来
に
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
面
を
伝
え
て
い
る
。
そ

し
て
改
め
て
「
民
藝
」
と
何
か
を
問
う
て
い
て
、
手
仕
事
の
日
用
品
で
あ
れ
ば
認
め
ら

れ
る
の
か
、
と
い
う
基
本
的
な
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
無
名
性
が
重
要
な

の
で
は
な
く
、
優
れ
た
作
者
は
そ
の
国
で
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
に
な
る
の
は
当
然
と
見

て
い
る
。

終
わ
り
に

　

ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
が
東
ア
ジ
ア
美
術
の
啓
蒙
的
な
本
の
執
筆
に
専
念
し
て
い
っ
た

の
は
、
単
に
こ
の
分
野
で
の
研
究
者
と
な
る
条
件
が
変
化
し
た
た
め
と
ば
か
り
は
い
え

な
い
。
ま
ず
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
美
術
館
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

美
術
館
が
国
家
や
王
室
の
庇
護
の
元
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
寄
付
金
や
コ
レ
ク

タ
ー
の
寄
贈
品
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
国
で
は
、
ま
ず
そ
う
し
た
市
民
や
コ
レ
ク

タ
ー
の
東
ア
ジ
ア
美
術
に
関
す
る
知
識
を
増
や
し
、
独
自
の
美
や
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ

て
の
重
要
性
を
知
ら
し
め
る
必
要
が
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
浮
世
絵
や
桃
山
時
代
の
華
麗

な
屏
風
、
江
戸
時
代
の
奇
想
の
絵
画
、
甲
冑
や
刀
装
具
ば
か
り
で
は
す
ま
な
い
、
い
わ

ば
知
識
や
鑑
賞
す
る
目
の
底
上
げ
が
広
く
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
日
本
の

民
藝
な
ど
は
、
進
歩
主
義
の
工
業
化
社
会
の
渦
中
に
生
き
る
人
々
に
、
別
の
価
値
観
を

伝
え
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

日
本
と
日
本
人
に
つ
い
て
の
研
究
も
戦
中
か
ら
占
領
期
に
か
け
て
飛
躍
的
に
高
ま
っ

て
い
て
、
日
本
の
方
で
も
明
治
維
新
の
時
と
同
様
古
い
も
の
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い

た
の
だ
か
ら
、
本
来
貴
重
な
品
々
を
残
す
た
め
に
も
外
国
か
ら
の
見
直
し
は
有
意
義
で

あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
の
東
洋
部
門
も
普
及
活
動
に
熱
心
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ

リ
カ
人
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
豊
富
な
図
版
に
よ
る
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ
の

著
作
は
、
今
日
も
広
く
読
み
継
が
れ
て
い
る30

。

　

敗
戦
国
の
ド
イ
ツ
出
身
で
勝
利
国
の
ア
メ
リ
カ
市
民
で
あ
っ
た
ム
ン
ス
タ
ー
バ
ー
グ

は
、
む
し
ろ
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
日
本
と
日
本
人
に
向
き
合
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の

ま
な
ざ
し
は
常
に
伝
統
の
技
と
現
代
社
会
の
た
だ
中
で
の
創
作
と
の
両
方
に
、
注
が
れ
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嶌
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Hugo Munsterberg, his life and his study of
East Asian Arts including Ancient Chinese and

Japanese Arts and Mingei

MINAMI Asuka

Summary：This paper surveys Hugo Munsterberg's life（1916-1995）and his research on the 
background and characteristics of Chinese and Japanese art. 
Munsterberg’s father, Oskar Münsterberg, was a famous collector and historian of Chinese 
and Japanese arts active at beginning of the 20th century. From childhood Hugo was familiar 
with precious works that Oskar had collected in Asian countries. After immigrating to 
America in 1935, Hugo obtained a Ph.D in ancient Chinese arts at Harvard University. In the 
1930s, research on Chinese and Japanese art made great progress in the United States being 
encouraged as a means of foreign policy. Munsterberg also taught at International Christian 
University（ICU）in Japan from 1952 to 1956, becoming a friend of antiquarians like YANAGI 
Muneyoshi and YUASA Hachiro. Thanks to these scholars, Munsterberg was able to publish 
many beautiful books on the arts of Japan, including Mingei（Japanese Arts and Crafts 
Movement）works.
We will reveal what kind of research was being carried out in the field of the arts of the Far 
East around the mid-20th century and examine Munsterberg's 26 books about Japanese and 
Chinese arts based on the writing list. Among his books, we will analyze in detail The Arts of 
Japan an illustrated history and The Folk Arts of Japan which represent Munsterberg’s 
convictions as art historian.

Key Words：�Hugo Munsterberg, Chinese art, Japanese art, Mingei, mid-20th century




